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1．はじめに（Introduction）

近年、画像認識分野では深層学習を⽤いた⼿法が広く利⽤され、分類精度の向上が報告され
ている[1][2]。しかし、少数データを対象とした場合の汎化性能については⼗分に検討され
ていない[3]。

そこで本研究では、少数データ条件下における⾃動分類⼿法を提案し、その有効性をベース
ライン⼿法と⽐較・検証することを⽬的とする（以上はすべて⾒本⽤の架空の記述です）。

2．⽅法（Methods）

• 対象データ： 架空データセット D-001（n = 120、2クラス）
• 前処理： リサイズ（224×224）、輝度正規化

• モデル： 畳み込みニューラルネットワーク（CNN）
• 学習条件： エポック数 50、バッチサイズ 16（架空の条件）
• 評価指標： 正解率（Accuracy）、F1スコア
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図1．本研究の処理の流れ（架空の例）

モデルの構築には先⾏研究の⼿法を参考にした[4]。学習はGPU環境（NVIDIA ○○・架空）を⽤
いて実施した。
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図1-2．モデル構造の概略（架空のCNN構成例）

3．結果（Results）

提案⼿法はベースライン⼿法と⽐較して、正解率で約8ポイントの改善が⾒られた（図2）。
F1スコアも同様の傾向であった（表1、いずれも架空の数値）。
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図2．提案⼿法とベースライン⼿法の精度⽐較（架空データ）

⼿法 正解率(%) F1スコア(%)

ベースライン 78.4 76.2

提案⼿法 86.1 84.9

表1．分類性能の⽐較（架空の数値、n = 120）

4．考察・結論（Discussion）

本結果は、少数データ条件下でも提案⼿法が⼀定の有効性を持つことを⽰唆している。これ
は○○ら[5]の報告と⼀致する傾向であった。⼀⽅で、対象データセットの規模が⼩さいため
、汎化性能については更なる検証が必要である（架空の考察例）。
結論（架空）
• 少数データ条件下において、提案⼿法はベースライン⼿法より⾼い分類性能を⽰した。
• 今後はデータ拡張や他データセットでの追加検証を⾏う予定である。
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